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要 旨：インターネット環境を利用して発達障害児・者を対象とした学習支援や学習活

動にかかわる教育診断、行動診断などを行うことができる学習支援プログラムの開発をお

こなった。開発を行った学習支援プログラムは、サーバとなるパソコン 1 台に学習支援プ

ログラムを導入するだけでネットワーク環境に接続された複数の学習者用パソコンから

一般的なホームページ閲覧ソフトを利用してサーバ・コンピュータに接続するだけで学習

支援プログラムが利用できる。このため、時間や場所を問わずさまざまな学習支援や教育

診断、行動診断などを行うことが可能である。さらに、学習結果なども 1 台のサーバ・コ

ンピュータ上に集約することで効率的な学習指導などへの活用が可能であるという特徴

を持っている。 
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Ⅰ．はじめに 

 
 日本国内外の障害児福祉や障害児教育の分

野では、発達障害の早期の発見と、障害をもつ

乳幼児への早期からの教育・療育・指導が重要

視されている。このような発達障害児・者への

教育支援は、障害特性や発達段階、学習到達度

などの多種多様な児童生徒の実態把握や教育

ニーズに対応することが求められている。具体

的には発達障害児・者本人たちは「自分のやる

べき学習教材」、「学習の工夫した進め方」など

を欲しているとされている。また、発達障害

児・者を指導する学校現場や家庭などでは、

「どこまで学習が到達・獲得しているのか」、

「次にどのような学習教材が適切か」、「最適

な学習や指導の手続きは何か」、「どんな行動

が妨げになっているか」などの指導指針を得る

ことができる教育・行動診断支援方法や技術が

求められており、数多くの提案や研究報告が行

われている。 
 一方、情報社会の発展にともない、学校教育

においてもパソコンやインターネット環境を

活用し、情報社会に対応できる「情報活用能力」

を育成することが重要視されている。これは、

健常児だけでなく発達障害児・者にとっても、 

 
情報機器は生涯にわたって彼らの自立や QOL
の向上を支援する道具として期待されており、

パソコンなどの情報機器を活用した発達障害

児・者支援に関する研究報告も近年、多く見ら

れるようになってきた 1 - 5)。さらに、近年急速

に発達してきているインターネットや LAN 環

境を活用した発達障害児・者支援に関する研究

報告も増えつつある 6 - 12)。しかし、パソコンや

インターネット環境を活用した発達障害児・者

を対象のための学習支援や学習活動にかかわ

る教育診断、行動診断などに関する研究はまだ

始まったばかりであり、発展途上にあると

考えられる。また現在、CAI(Computer- 
Assisted Instruction)に代表されるようなコン

ピュータ支援教育が注目されており、実用化が

進められているが、支援システムが大規模で高

価である、使い勝手が良くない、児童や発達障

害児・者を対象としたものはほとんど存在しな

いなどの問題点がある。 
 このような背景をもとに、本研究ではインタ

ーネット環境を活用して時間や場所を問わず

発達障害児・者に対して学習支援や教育診断、

行動診断などを行うことができる7種類の学習

支援プログラムの開発を行ったので報告する。 
 



● 
Ⅱ．インターネット環境を利用した学習支援

プログラムの概要 

 
本研究で開発したインターネット環境や

LAN 環境を利用して学習支援や教育診断、行

動診断などを行うことができる学習支援シス

テムの概念図を図 1 に示す。学習支援システム

は、図 1 に示すように学習支援プログラムや学

習条件、学習結果、利用者 ID などのデータが

格納されているサーバ用コンピュータとイン

ターネット環境や学校などの学習施設内に設

置されている LAN 環境に接続された学習者用

パソコンから構成されている。このように、本

研究で開発した学習支援プログラムは、全ての

プログラムおよび、データを学習支援サーバに

置き、これらのプログラムやデータをホームペ

ージ提供サーバ・プログラムにより利用者に提

供する形式となっている。このため、これを利

用する学習者や指導者のパソコンには学習プ

ログラムや教材データを新たに導入する必要

は無く、インターネット環境や LAN 環境に接

続されたパソコンから一般的なホームページ

閲覧ソフトを使用してホームページを閲覧す

るのと同じ要領で学習支援サーバに接続する

だけで時間や場所を問わず学習プログラムや

データを利用することが可能である。また、全

てのプログラムやデータを学習支援サーバに

置くことで、学習支援プログラムの種類を追加

したり、教材データを変更する場合もサーバ・

コンピュータに格納されているプログラムや

データのみを追加・変更するだけで実現できる

ので、学習支援プログラムのメンテナンスも容

易に行えるという特徴がある。 
 学習支援システムの中核をなすサーバ用コ

ンピュータは、図 2 に示すように学習支援用プ 
 

図 1 インターネット環境を活用した 

学習支援システムの概念図 

ログラム、学習者用 ID や学習プログラム用問

題データ、学習条件データ、学習結果データな

どを管理するデータベースおよび、インターネ

ット環境や LAN 環境を利用して学習支援プロ

グラムを提供するためのホームページ提供サ

ーバ・プログラムなどから構成されている。こ

こで、さまざまな学習支援や教育診断、行動診

断などを行うための学習支援プログラムは、学

習者用プログラムと指導者用プログラムに分

かれている。学習者用プログラムは、発達障害

児・者がパソコンを利用して学習を行うための

プログラムであり、指導者用プログラムは、学

習者の学習用 ID の登録・削除、学習に使用す

る教材や学習条件の設定、学習結果の参照など

を行うためのプログラムである。また、これら

のプログラムで使用するための教材データや

学習内容の難易度など学習者ごとに設定され

た学習条件データ、学習結果や教育診断、行動

診断結果データは、サーバ・コンピュータのデ

ータベース・プログラムにより一元管理されて

いる。従って、指導者は、サーバ・コンピュー

タに接続するだけで学習者全員の学習状況の

把握や学習結果をもとに学習指導を行うこと

が可能である。 

図 2 学習支援サーバの構成 
 
 本学習支援プログラムの開発にはホームペ

ージ作成や Web ショッピングサイト作成に一

般的に使用されている FlashMX、HTML、

JavaScript および、データベース制御スクリ

プト PHP を使用している。また、データベー

ス・プログラムとホームページ提供サーバ・プ

ログラムにはそれぞれ、無料で利用可能な

MySQL および、Apache を使用している。さ

らに、開発を行った学習支援プログラムは、サ

ーバ用基本ソフト Linux および、Microsoft 
Windows XP 上で動作が可能である。このため、
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サーバ・コンピュータに Microsoft Windows
が搭載された一般的なパソコンを利用するこ

とで安価に学習支援システムを構築すること

も可能である。また、LAN 環境やインターネ

ット環境が整っていない環境でも学習支援プ

ログラムを利用したいパソコンに導入するだ

けでスタンド・アロン型の学習支援システムと

して利用することも可能なように工夫されて

いる。 
 

● 
Ⅲ．学習支援プログラムの種類 

 
本研究で開発した発達障害児・者を対象とし

た学習支援プログラムは、現在 7 種類のプログ

ラムがある。以下に、開発を行ったそれぞれの

学習支援プログラムの概要について述べる。 
 
１．マウス操作学習支援プログラム 

マウス操作学習支援プログラムは、パソコン

を活用するための基礎的な導入プログラムで

あり、親や教師などの指導者の援助により楽し

く遊びながら表１に示した段階 1 から段階 6 
までのマウスの基本的な使い方を学習するた

めのプログラムである。 
表１ マウス操作学習の達成目標 

段階 達 成 目 標 

1 能動的にマウスボタンを押せる 

2 マウスとポインタの動きの連動に気づく 

3 ターゲットの位置にマウスを移動できる 

4 移動、クリックの連続動作ができる 

5 2 点のターゲットをクリックできる 

6 ドラッグできる 

 
 学習者に対するプログラムの操作方法は音

声によるナレーションにより指示される。また、

プログラムでは、各試行の反応時間やマウス操

作を間違えた回数などを学習者ごとに学習結

果として学習結果データベースに記録する。デ

ータベースに記録された学習結果を指導者が

参照することで学習者のマウス操作の理解度

を把握でき、指導に役立てることが可能である。

図 3 および、図 4 にマウス操作学習支援プログ

ラムの学習画面例を示す。図 3 に示す学習画面

例は、表 1 に示した第 5 段階の学習を行うため

のプログラムであり、マウスを使ってランダム

な位置に表示される 2 点のターゲットを正確

にクリックできるように学習するための教材

である。プログラムからはクリック操作に成功

した場合、失敗した場合に対応した効果音が提

示される。また、クリック操作に成功した場合

は、ターゲットの大きさが小さくなり、次の試

行に進む。全ての試行において正確にターゲッ

トをクリックすることができた場合には、学習

者が喜ぶようなアニメーションが表示される。 
 図 4 に示す学習画面例は、表 1 に示した第 6
段階の学習を行うための画面例であり、マウス

のドラッグ操作を習得するための教材である。

第 6 段階の学習プログラムは、飛行機を雲に接

触しないようにお城までドラッグ操作で移動

させるゲームであり、成功すると学習者が喜ぶ

ようなアニメーションが表示される。ドラッグ

操作を誤り飛行機が雲に接触すると失敗に対

応した効果音が提示される。 

図 3 マウス操作支援プログラムの画面例 1 
 

図 4 マウス操作支援プログラムの画面例２ 
 
２．疑似メールによる文章作成学習プログラム 

疑似メールによる文章作成学習プログラム

は、パソコンやインターネットを活用するため



の基礎的な導入プログラムであり、疑似的なメ

ール遊びをしながら、パソコンの基本的な使い

方や文章の書き方などを学習するためのもの

である。本プログラムは、図 5 に示すようにデ

ータベースを介してメール送信者と受信者が

メール文章をやりとりすることにより擬似的

にメール交換を体験することができるプログ

ラムである。 
図 6 にメール作成画面例を示す。本プログラ

ムは、画面に表示されたアイコンを操作するだ

けでメールの宛先や文章を入力することがで

きる。また、新しく届いたメールも容易な操作

で読むことができる。さらに、指導者が個々の

学習者のパソコン操作能力や文章作成能力に

合わせて、下段の操作アイコンにメールを送る

友達の名前や簡単な文章などを登録すること

も可能である。 

図 5 疑似メールの概念図 

図 6 メール作成画面例 

 

３．言語学習プログラム 

言語学習プログラムは、学習者が情報機器や

インターネットに親しみを持てるような学習

環境を充実させることを目的として開発した

学習プログラムであり、表 2 に示した 7 種類

の学習項目から構成されている。学習者は、一

般的なホームページ閲覧ソフトを利用して学

習用サーバに接続し、提示された問題に対する

適切な絵カードや文字カードをマウスにより

選択することで学習を進める。学習で出題され

る問題は、指導者があらかじめ学習者ごとに適

切に設定した学習条件に従って出題される。ま

た、学習結果は、学習結果データベースに保存

される。 
図 7 に言語学習プログラムの「状況画による

学習」の画面例を示す。「状況画による学習」

は、ある状況においてどのように対応したらよ

いかを提示された文字カードで選択解答する

ものである。正答の場合には文字カードの上に

○印を、誤答の場合には×印を表示する。本プ

ログラムでは、問題の正誤、選択した絵カード

や文字カードの種類、反応時間を学習結果とし

てデータベースに保存される。 
 表 2 言語学習の種類 

学習項目 学習内容 

名詞の学習 

6 枚の絵カードの中から、

「食べ物・動物・日用品」の

カテゴリーに該当する全ての

絵カードを選ぶ 

形容詞・動詞の学習 

6 枚の絵カードの中から、提

示音声の内容に合った「形容

詞・動詞」を選ぶ 

概念の学習 

3 枚の絵カードの中から、提

示音声に対応する絵カードを

選ぶ 

感情理解の学習 
提示音声に対応する感情を表

した絵カードを 1つ選ぶ 

状況画による学習 

提示された絵カードに表され

る状況と一致した文字カード

を選ぶ 

絵画配列による学習 

ランダムに配置された 4 枚の

絵カードを、話の内容に合う

ように並べ替える 

助詞の学習 
文中の空白部分に、適切な助

詞カードを当てはめる 

 
 

図 7 「状況画による学習」の学習画面例 
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４．言語理解評価プログラム 

言語理解評価プログラムは、環境刺激の中の必

要な情報のみに選択的に注意を向けることが

難しく、様々な刺激に惑わされることで学習が

妨害されてしまうとされる軽度発達障害児 13 - 

15)に対して妨害刺激の影響を調べ適切な学習

環境を提供するための基礎的な資料を得るこ

とを目的としたプログラムである。本プログラ

ムは「計算」、「色や形」、「記憶」の 3 項目の問

題で構成されており、表 3 に示す出題方法と刺

激条件に従って問題を提示する。学習者は提示

された問題に対する解答をマウスで選択肢の

中から選択する。 
 図8に言語理解評価プログラムの画面例を示

す。図 8 に示した画面例は、計算問題において

画面内を走り回る自動車が視覚妨害刺激とし

て提示されている例である。 
 あらかじめ設定された全ての問題が終了す

ると、刺激条件と解答内容をもとに成績と学習

時に影響を受けやすい環境刺激の種類や対応

するためのアドバイスが画面に表示される。 
 解答内容、成績および、表示されたアドバイ

スはデータベースに評価結果として保存され

る。指導者は評価結果を参照することで対象児

が学習時に影響を受けやすい妨害刺激を推定

し、学習指導に役立てることが可能である。 
 
５．ソーシャル・スキル・トレーニング(SST) 

プログラム 

 ソーシャル・スキル・トレーニング(SST)プ
ログラムは、社会適応能力を向上させるための 
知識や技能を形成したり、修正したりするため

の訓練を目的としたプログラムである。本研究

で開発した SST プログラムは、「生活習慣やル 
ールなどの基本的知識」、「状況の認知(他者の

感情の理解)」、「意思伝達・感情のコントロー

ル」、「注意の仕方」、「問題解決」の 5 項目で構

成されている。学習者は、提示された問題に対

する適切な解答を選択肢の中から選ぶことで

学習を進めていく。選択された問題に誤答する

と正当を導くためのヒントが表示される。正当

を導くためのヒントが提示されたにもかかわ

らず、再度誤答すると正答選択肢の色が変化し

確実に正解に導くように工夫されている。 
学習結果は、学習結果データベースに保存さ

れ、指導者は学習内容を参照することで、児童

の学習状態を把握することが可能である。 
本研究で開発した SST プログラムの学習画

面例を図 9 に示す。 

表 3 出題方法と刺激条件 
出題方法 刺激条件 

妨害刺激なし 

視覚妨害 

聴覚妨害 
問題文のみ 

視聴覚妨害 

妨害刺激なし 

視覚妨害 

聴覚妨害 
音声のみ 

視聴覚妨害 

妨害刺激なし 

視覚妨害 

聴覚妨害 
問題文と音声 

視聴覚妨害 

 

図 8 言語理解評価プログラムの画面例 

図 9   SST プログラムの学習画面例 

ソーシャル・スキルの知識は一般的な学習と

違い状況認知が伴うと考えられるが、開発した

SST プログラムでは、問題に誤答した場合、そ

の状況に応じたヒントが表示されるので、その

状況を理解しながら学習を進めていくことが

可能である。また、正答選択肢の色を変化させ、

確実に問題の正答に導くことで学習効率が向

上すると考えられる。  



６．聴覚認知学習支援プログラム 

聴覚認知学習支援プログラムは、聴力検査で

は正常でも音声の意味情報をうまく処理でき

ないなどの聴覚認知能力に問題を持つ学習者 13, 

14)の学習支援を行うためのプログラムである。

本プログラムは、表 4 に示す 5 種類の学習項

目から構成されている。本プログラムによる学

習は、提示された音や音声に対応する絵カード

やアニメーションをマウスで選択することに

より行う。図 10 に聴覚認知学習支援プログラ

ムの学習画面例を示す。図 10 に示した学習画

面例は、アクセント知覚学習の画面例である。

アクセント知覚学習は、提示された問題音声に

対応する絵カードを選択するもので、正答の場

合には○印を、誤答の場合には×印を選択した

絵カードの上に表示する。プログラム側では、

問題の正誤や、選択した絵カードの内容を学習

結果としてデータベースに保存する。指導者は、

学習結果を参照することにより、対象児の聴覚

認知特性を推定し、学習指導などに役立てるこ

とが可能である。 
 

表 4 聴覚認知学習の種類 

学習項目 学習内容 

アクセント知覚 
提示音声に対応する絵カード

を 1 つ選択する 

母音の長短知覚 
提示音声に対応する絵カード

を 1 つ選択する 

メロディー知覚 

提示されたメロディーに対し、

感情と絵カードとのマッチング

を行う 

イントネーション知覚 

疑問文と肯定文の 2 種類の音

声提示をし、疑問文の絵カー

ドを 1 つ選択する 

高低知覚 
提示音声に対応する動作絵を

1 つ選択する 

 

 
図 10 アクセント知覚学習の画面例 

 

７．教育・行動診断プログラム 

教育・行動診断プログラムは、発達障害児の

学習活動にかかわる教育診断および行動診断

を行い、その結果から指導者が教育支援を行う

ための具体的な指針を示すことを目的に開発

を行ったプログラムである。本プログラムは、

表5に示すように教育診断プログラムと行動診

断プログラムから構成されている。図 11 に教

育・行動診断プログラムの計算問題画面例を示

す。ここで、本プログラムで評価・診断を行う

ための問題には小学 1～4 年生用の算数・国語

の問題を利用した。 
 評価・診断を行う児童や保護者・教師などの

指導者は一般的なホームページ閲覧ソフトを

利用して学習支援サーバに接続し、提示された

問題に答える。このとき、利用者が児童の場合

は提示された問題に対して解答をマウスによ

りラジオボタンをチェックすることにより行

う。また、利用者が保護者・教師の場合は、対

象児が提示された問題が解けるかどうかの評

価をマウスによりラジオボタンをチェックす

ることにより行う。利用者のチェック結果をも

とに教育診断プログラムでは、得意・不得意項

目を推定し、その評価結果をグラフなどにより

わかりやすく表示する。また、行動診断プログ

ラムでは対象児の行動様式を推定し、その結果

を表示する。 
 

表 5 教育・行動に関する診断項目 

教育診断項目 行動診断項目 
算数 

・計算 
・図形 
・論理 
・ネットワーク 
・概念 
・知識 
 
国語 

・文字 
・作文 
・文章の読解 
・話の展開 
・概念 
・知識 

・聞く学習のつまずき 
・話す学習のつまずき 
・読む学習のつまずき 
・計算する学習のつまずき 
・考える/おぼえる学習のつ

まずき 
・集中力 
・落ち着き 
・がまん 
・やる気 
・まとまった行動 
・こだわり 
・かびんさ 
・ひとりの世界 
・あいさつ/発表 
・会話 
・友だち関係 
・人とかかわり方 

 
 本プログラムにより得られた評価結果をも

とに、指導者が教育支援を行うための具体的な

指針を得られることが期待できると考えられ

る。 



インターネット提供による障害者支援プログラムの開発 

 
図 11 小学 4 年生算数の問題の画面例 

 
● 
Ⅳ．まとめ 

 
インターネット環境を活用した発達障害児

のための学習活動にかかわる教育診断、行動診

断および、学習支援を行うことができる 7 種類

の学習支援プログラムの開発を行った。本プロ

グラムは、サーバ・コンピュータから学習に必

要なプログラムをインターネットや LAN 環境

を利用して利用者に提供する形式であるので、

利用者用パソコンに特別なプログラムを導入

する必要が無い。学習支援プログラムの利用者

は、インターネットや LAN 環境に接続された

パソコンから一般的なホームページ閲覧ソフ

トを利用して学習プログラムが導入されてい

るサーバ・コンピュータに接続するだけでプロ

グラムを利用することが可能である。また、イ

ンターネットや LAN 環境を利用して学習プロ

グラムを利用者に提供することで、何時でもど

こからでも学習プログラムを利用できるばか

りでなく、学習結果がサーバ・コンピュータで

一元管理されるので、指導者は、サーバ・コン

ピュータに接続するだけで学習者全員の学習

状況の把握や学習結果を参考にして学習指導

を行うことが可能である。さらに、全てのプロ

グラムやデータを学習支援サーバに置くこと

で、サーバ・コンピュータに格納されているプ

ログラムやデータのみを追加・変更するだけで

学習支援プログラムの学習内容の追加や変更

ができるので、学習支援プログラムのメンテナ

ンスも容易であるという利点がある。また、学

習支援プログラムやデータを格納するサー

バ・コンピュータは、一般的なパソコンを利用

することも可能であるため、安価に学習支援シ

ステムを構築できるという特徴もある。 

 本研究で開発した学習支援プログラムの学

習効果などに関しては、現在関係機関などに協

力をお願いして評価・検討中であるが、次のよ

うな意見を頂いている。 
 

1）障害児が興味を持って学習を行うことが

できる。 
2）アスペルガー症候群や自閉症の児童に問

題を試したところ、学習プログラムを繰り

返し利用することで正答率の向上が見ら

れた。 
3）学習結果を参照することで、個々の学習

者の理解度の把握や今後の指導に役立て

ることができる。 
 
これらのことから、本研究で開発を行った学

習支援プログラムは、発達障害児の学習支援や

学習指導を行う上での有効な指針を与えるこ

とが期待される。 
今後、本研究で開発したプログラムの学習効

果や有効性などに関して多方面から検討する

と共に、さらに使いやすくするためにプログラ

ムの改良や利用できる学習内容の種類を充実

させて行きたいと考えている。また、パソコン

に関する特別な知識が無くても容易にプログ

ラムが導入できるように改良してゆくことも

今後の課題である。 
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